




要約:生後の環境や保育法により、児の生後の発育がどのように変化するかを知るために、

出生体重 1500g 未満の未熟児の生後の体重変化につき検討し、次の結果をえた。 

体重が 1.5㎏から 2.Okg までの 500g 増加するのに要する日数は、子宮内の胎児発育曲線か

らは 21 日と計算されるが、未熟児室で通常行われている保育方法では、1.25-1.5 ㎏の児

は 16.6 日、1.0-1.25 ㎏は 18.4 日と子宮内を上回る発育であった。1.Okg 未満の児も 23.1

日で 500g 増加したが、2㎏に達するのは 42 週 1 日と遅れる傾向であった。 


